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H18.6 「富山県森づくり条例」制定
H19.4 「水と緑の森づくり税」導入
H19.4 「富山県森づくりプラン（第１期）」

（平成19～平成28年度）の開始
H29.4 「富山県森づくりプラン（第２期）」

（平成29～令和 ８年度）の開始
R7.12 「水と緑に関する県民意識調査」実施
R8.８ 令和９年度からの新たな

「富山県森づくりプラン（第３期）」の策定について

森づくりに関するこれまでの経緯
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第３期計画策定の基礎資料とするため、令和７年度に県民・企業経営者を対象に実施

調査項目 内  容 

(1)森林の機能 ①重要と考える森林の機能 

(2)森林の現状 ②森林の荒廃状況 

(3)税の認知度【新規】 ③税・事業の認知度、④税・事業を認知した媒体 

(4)税を活用した事業 
⑤各森づくり事業の継続の賛否 

⑥森づくりへの参加経験、今後の参加意識 

(5)税の新たな使途 ⑦新たな課題への対応について 

(6)税の延長、課税額 
⑧森づくり税の課税期間延長の賛否 

⑨個人分負担額、⑩法人分負担額 

 今回 前回（R2） 

調 査 期 間 11月 27日～12月 15日（19日間） 12 月５日～14 日（10 日間） 

調 査 方 法 郵送返送方式（WEB 回答含む） 郵送返送方式 

対象者数 
県 民 ２，５００人（20 歳以上の男女、住民基本台帳からの無作為抽出） 

企 業 １，０００社 (「北陸三県会社要覧 2025」等からの無作為抽出) 

有効回答

数(率) 

県 民 １，３１４人（５２.６％） １，３０３人（５２.１％） 

企 業 ５０２社（５０.２％） ４４６社（４４.６％） 
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「水と緑の森づくり税」の期間延⾧について
県民・企業経営者ともに
「賛成」との回答が９割以上 ⇒「水と緑の森づくり税」延⾧へ高い理解
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「水と緑の森づくり税」を財源として、これまで実施してきた各種事業の継続について

調査対象のすべての事業において、県民・企業経営者ともに
「今後も取り組むべき」との回答が８割以上 ⇒事業継続に高い理解
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「水と緑の森づくり税」を新たな使途（人口減少、野生動物対策等）に活用することについて

県民・企業経営者ともに
「賛成」との回答が９割以上 ⇒新たな使途について高い理解
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「水と緑の森づくり税」の期間を延⾧した場合の年間負担額について

県民負担額は、500円（現行どおり）の回答が６割以上
法人負担額は、1,000円～10万円（現行どおり）の回答が５割以上



・今回（R7）と前回（R2）の調査を比較すると、森づくりへの関心が薄れている傾向。
①森林の現状を「知らない」とする回答割合が、県民・企業経営者ともに増加傾向。
②森林ボランティア活動へ「参加したい」とする回答割合が、県民・企業経営者ともに低下傾向。

【課題】森づくり活動への参加に加え、多様な関わり方を広げる取組みが必要
森林の現状について 森林ボランティア活動について
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現状を知らない

現状を知らない
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・推計によると、2035（R17）年には約89.8万人まで減少するものと見込み。
・中山間地域では、県全体より早いスピードで人口減少が進行。

【課題】地域住民による里山林の維持管理が困難な状況、森づくりの担い手の確保が課題
企業・都市住民・若者など多様な主体が関わる仕組みづくりが必要

約89.8万人
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・県内の民有林は、
①人工林は、41年生（9齢級）以上が９割超となり、本格的な利用期を迎えている。
②天然林は、51年生（11齢級）以上が大半で、CO2吸収量、萌芽力の低下が懸念される。
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【課題】人工林＝利用期到来による循環利用の促進 【課題】天然林＝里山林においては若返りが必要
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・ツキノワグマの生活圏への出没が頻発し、近年は人身被害も毎年発生。
・2025(R7)年の「県民意識調査」では、里山林整備など対策の充実を求める意見が多数。
「クマが人里に出没しないよう、里山林などの整備を重点的に進めてほしい」など

【課題】クマの生活圏への侵入を抑制するため、
野生動物との棲み分けを図る里山林整備の強化が必要
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公益的機能の維持・向上

地域ニーズを反映した
多様な里山の再生

持続的な木材生産

自然の推移に委ね保全・保護
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